
宮崎市 
人口：402436人 
65歳以上人口：89802人 
          （22.3％） 
面積：644.61㎢ 

宮崎の在宅連携拠点事業 

有限会社メディフェニックスコーポレーション 
薬局つばめファーマシー 

萩田均司 
薬剤師・介護支援専門員・代表取締役 
宮崎キュアケアネットワーク 世話人 



薬局を拠点とした連携体制の展開 

薬局 
（HPN・オピオイド対応可能） 

診療所・病院 

医師会・歯科医師会・ 
薬剤師会・看護協会 

訪問看護ST 

行政 宮崎キュアケア
ネットワーク 

活動の主軸 

活動の輪 

活動の方向性 

薬局が拠点と成り得る理由 

問い合わせ内容 
HPN・オピオイドの問い合わせ 
 ・つばめが対応可能か？ 
 ・対応可能薬局を紹介して欲しい。 
 ・処方せんの記載方法 
 ・医療材料の問い合わせ 
 
問い合わせ元 
 ・基幹病院医療連携室 
 ・医院・クリニック 
 ・訪問看護ST 
 ・包括支援センター     など 

 



 

多職種交流会 
テーマ： 地域で精神障害者を支える仕組み作り    

 

日時：平成２４年６月３０日（土） 
 

   １４：５０ 開会式 
   １５：００ 基調講演 
   医療法人ハートヒア゚ 細見クリニック 院長 細見 潤 先生 「在宅における精神疾患への関わり方」 
 

   １５：５０ シンポジウム 事例紹介 ワークショップ 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

   １８：３０     懇親会 
 

場所：宮崎観光ホテル 
  講演会・ワークショッフ：゚碧燿(ヘキヨウ)の間 東館3F   
 
   多職種懇親会     ：緋燿(ヒヨウ)の間  東館3F  
   宮崎市松山1‐1‐1 電話 0985‐27‐1212 
 

対象者：医師、歯科医師、薬剤師、保健師、看護師、介護支援専門員、社会福祉士精神保健福祉士、介護福祉士、ソーシャルワーカー、ヘルハー゚、理学療法士 作業療法士、言語聴
覚士、その他在宅医療・在宅ケアを支える職種の方々 
 
参加募集人数：２５０名 
 
 
会費： 5,000円（ただし、研修会のみは3000円） 
 
主 催：宮崎キュアケアネットワーク 



アンケート結果より 



多職種交流会を行うと・・・・・ 

• 異なる職種の考え方や多職種の仕事
内容が見えてくる 

• 顔の見える関係作りが現場での業務
をスムースにする 

• 地域の社会資源を知ることができる 

 



市民フォーラム 
人間らしく生き、自然な最期を迎えるために 

–最後まで口から食べたい– 
 日時 平成 24 年 11 月 11 日(日) 13:00~16:30(開場 12:00) 

 場所 宮崎県立看護大学 高木講堂 
    宮崎市まなび野 3 丁目 5 番 1（電話 0985-59-7700） 

 講演 13:00〜 
 「枯れるように死にたい」講演者 田中 奈保美 さん 
 シンホシ゚ヴム 14:10〜16:30 
  最後まで口から食へる゙ことを支援する取組み 
 
 シンホシ゚ズト 
  新屋俊明(歯科口腔外科歯科医)/ 濵砂昭子(摂食嚥下認定看護師)江藤裕子 ( 看護師 ) / 南 環（言語聴覚士）/ 浅井美樹 ( 歯科衛生士 ) / 小田礼子 ( 家族 ) 
 対象者/定員 
  一般市民および医療・介護・福祉関係者/ 400 名 参加費無料 
  



アンケート結果より 



リビングウイル 

市民の在宅医療に対する認
識・死生観に変化が見られた。
⇒在宅医療啓発に貢献 



地域交流会 

12月1日 南那珂医師会・介護ネット交流会 
3月1日  都城在宅医療研究会 
3月16日 延岡医師会介護研修会 

県医師会在宅医療協議会が地域医師会を核とした地域多職種に対し、 
宮崎キュアケアネットワークと交流会を開催し、在宅医療推進を進展 



薬剤師・介護職交流学習会 
• 7月17日 

   「薬剤の生活機能等への影響～認知機能」 講師  榎園 勝  

• 10月16日 

   「薬剤の生活機能等への影響～食事機能」 講師  田崎恵子  

• 1月22日 

   「薬剤の生活機能等への影響～排泄機能」 講師  萩田均司  

 薬剤師症例検討SGD 
• 11月16日 

  在宅医療症例検討SGD  

薬剤師会・看護協会とのコラボ 



ICTを活用した情報共有システム 

リアルタイムでの情報共有が役立つ。 
まずは、連絡ノート代わりに有効である。 
今後の使い方の工夫が必要だが、もう
少し実証実験に時間が必要 



まとめ 
• 無菌調剤・オピオイド対応できる薬局は在宅医
療の拠点に成り得る 

• 顔の見える多職種のフラッットな関係作りが多
職種の疲弊を減らし、在宅医療推進に繋がる 

• 市民への啓発はまだまだ必要 

• 医師会・歯科医師会・薬剤師会・看護協会が在
宅医療推進に動き出した 

• ICTは在宅医療の効率化に役立つ 

• 在宅医療過疎地への人材育成、啓発が今後必要 
 

 

 


